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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影画像を表示する表示手段と、
　撮影画面内における被写体領域を検出する被写体領域検出手段と、
　前記被写体領域が合焦状態であるか否かを判定する合焦判定手段と、
　前記表示手段に合焦状態の被写体領域を合焦状態でない場合よりも拡大表示させる拡大
表示手段と、
　前記被写体領域の被写体の動きを検出する動き検出手段と、
前記被写体が動いていると前記動き検出手段が検出したときに、前記拡大表示手段による
前記拡大表示を禁止する拡大表示制御手段とを有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記拡大表示制御手段は、前記被写体領域が非合焦状態であることを前記合焦判定手段
が判定したときに、前記拡大表示手段による前記拡大表示を禁止することを特徴とする請
求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記撮影画面内における前記被写体領域の大きさを判定する大きさ判定手段を有し、前
記拡大表示制御手段は、前記被写体領域の大きさが所定の大きさよりも大きいことを前記
大きさ判定手段が判定したときに、前記拡大表示手段による前記拡大表示を禁止すること
を特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
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　前記撮影画面内における前記被写体領域の位置を判定する位置判定手段を有し、前記拡
大表示制御手段は、前記被写体領域の位置が前記撮影画面の端にあることを前記位置判定
手段が判定したときに、前記拡大表示手段による前記拡大表示を前記被写体領域とは異な
る位置で行わせることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記撮影画面内における前記被写体領域の位置を判定する位置判定手段を有し、前記拡
大表示制御手段は、前記被写体領域の位置が他の被写体領域の位置と重なることを前記位
置判定手段が判定したときに、前記被写体領域の前記拡大表示と前記他の被写体領域の拡
大表示を前記被写体領域および前記他の被写体領域以外の別々の位置で行わせることを特
徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記動き検出手段は、前記被写体が所定の動き量より大きく動いている場合に動いてい
ると検出することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１つに記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記拡大表示手段による拡大表示は、前記被写体領域の位置に重複されることを特徴と
する請求項１乃至６のいずれか１つに記載の撮像装置。
【請求項８】
　撮影画面内における被写体領域を検出するステップと、
　前記被写体領域が合焦状態であるか否かを判定するステップと、
　撮像装置の表示手段に合焦状態の被写体領域を合焦状態でない場合よりも拡大表示させ
るステップと、
　前記被写体領域の被写体の動きを検出するステップと、
　前記被写体が動いていると検出したときに、前記拡大表示を禁止するステップとを有す
る撮像装置の制御方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の撮像装置の制御方法を、該撮像装置に実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示手段に合焦状態の主被写体領域を拡大表示させる撮像装置およびプログ
ラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮影時にピントを合わせる際、デジタルカメラに備えられている撮影画面ではその大き
さが十分でないために正しくピントが合っているかどうかの確認が困難であった。そのた
め、撮影後に拡大表示やプリントアウトしたときに正しくピントが合っていないことがあ
った。
【０００３】
　そこで、近年、正確にピントを合わせて撮影を行えるように、撮影時にピント位置を拡
大表示し、容易にピントを正しく合わせることを可能にするための技術が提案されている
。
【０００４】
　例えば特許文献１では、シャッタ釦が半押し状態のとき、予めユーザーにより設定され
たフォーカスエリア中心周辺の領域を拡大表示するようにしている。さらに、拡大表示エ
リアに画像を表示する撮影対象の全体中の位置や、拡大表示エリアに表示する画像の解像
度を、ユーザーが操作により随時変更可能にしている。
【０００５】
　また、動体追尾機能を備えたデジタルカメラにおいては、被写体にピントを合わせた後
にピント領域枠を表示し、被写体が動いていてもその被写体の動きに合わせてピント領域
枠を追尾させて表示する機能を有するものもある。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－１７９７９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１のようにピント位置を拡大するためには、ユーザーが撮影画
面上のピント位置を撮影前にあらかじめ設定しておく必要があった。
【０００８】
　また、被写体が動いているような不安定な条件下で拡大表示を行うと、撮影画面の構図
が分かりにくくなってしまったり、撮影画面内の被写体の場所が撮影画面内の端にある場
合、全ての合焦領域（ピント領域）を拡大表示できなくなったりするという問題があった
。
【０００９】
　（発明の目的）
　本発明の目的は、撮影直前の合焦状態の主被写体領域や被写体の動きを容易に確認させ
ることのできる撮像装置およびプログラムを提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明は、撮影画像を表示する表示手段と、撮影画面内に
おける被写体領域を検出する被写体領域検出手段と、前記被写体領域が合焦状態であるか
否かを判定する合焦判定手段と、前記表示手段に合焦状態の被写体領域を合焦状態でない
場合よりも拡大表示させる拡大表示手段と、前記被写体領域の被写体の動きを検出する動
き検出手段と、前記被写体が動いていると前記動き検出手段が検出したときに、前記拡大
表示手段による前記拡大表示を禁止する拡大表示制御手段とを有する撮像装置とするもの
である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、撮影直前の合焦状態の主被写体領域や被写体の動きを容易に確認させ
ることができる撮像装置またはプログラムを提供できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施例１に係るデジタルカメラを示す外観図である。
【図２】実施例１に係るデジタルカメラの構成を示すブロック図である。
【図３】実施例１に係る主要部分の動作を示すフローチャートである。
【図４】実施例１に係る表示例を示す図である。
【図５】実施例２に係る主要部分の動作を示すフローチャートである。
【図６】実施例２に係る表示例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明を実施するための形態は、以下の実施例１および２に示す通りである。
【実施例１】
【００１４】
　図１は本発明の実施例１に係る撮像装置の一例としてのデジタルカメラを示す外観図で
ある。
【００１５】
　図１において、２８は画像や各種情報を表示する画像表示部である。６０は各種モード
を切り換えるためのモードダイアル、６１は撮影準備動作や撮影動作を指示するためのシ
ャッタ釦である。７０は操作部であり、ユーザーからの各種操作を受け付ける各種スイッ
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チ、ボタン、タッチパネル等より成る。１００は撮像装置であるところのデジタルカメラ
、１１２は接続ケーブルをデジタルカメラ１００に接続するためのコネクタである。
【００１６】
　２００はメモリカードやハードディスク等の記録媒体、２０１は記録媒体２００を格納
するための記録媒体スロットであり、該記録媒体スロット２０１に格納された記録媒体２
００はデジタルカメラ１００との通信が可能となる。２０３は記録媒体スロット２０１の
蓋である。
【００１７】
　図２は本発明の実施例１に係るデジタルカメラ１００の構成を示すブロック図であり、
図１と同じ部分は同一符号を付してある。
【００１８】
　図２において、１００はデジタルカメラである。１０は撮像レンズ、１２は絞り機能を
備えるシャッタ、１４は撮像素子、１６はＡ／Ｄ変換器である。１８は、撮像素子１４、
　Ａ／Ｄ変換器１６、Ｄ／Ａ変換器２６にクロック信号や制御信号を供給するタイミング
発生回路であり、後述のメモリ制御回路２２及びシステム制御回路５０により制御される
。
【００１９】
　２０は画像処理回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６からのデータ或いはメモリ制御回路２２
からのデータに対して所定の画素補間処理や色変換処理を行う。画像処理回路２０では、
撮影した画像データを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づいてシステ
ム制御回路５０が、ＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＥＦ（フラ
ッシュプリ発光）処理を行う。
【００２０】
　２２はメモリ制御回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６、タイミング発生回路１８、画像処理
回路２０、画像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、メモリ３０、圧縮・伸長回路３２を
制御する。２４は画像メモリであり、Ａ／Ｄ変換器１６からのデータが画像処理回路２０
、メモリ制御回路２２を介して、或いはＡ／Ｄ変換器１６からのデータが直接メモリ制御
回路２２を介して、書き込まれる。後述のメモリ３０に対しても同様に書き込まれる。
【００２１】
　２７はＤ／Ａ変換器２６の出力を外部モニターに出力するコネクタである。外部出力コ
ネクタ２７にコネクタが挿されている場合は、外部出力接続検知部１０８によりシステム
制御回路５０は外部出力状態を知る事ができる。
【００２２】
　２８は画像表示メモリ２４に書き込まれた表示用の画像データを、Ｄ／Ａ変換器２６を
介して表示するＴＦＴ　ＬＣＤ等から成る画像表示部である。画像表示部２８を用いて撮
影した画像データを逐次表示すれば、電子ファインダ機能を実現することが可能である。
また、画像表示部２８は、システム制御回路５０の指示により任意に表示のＯＮ／ＯＦＦ
が可能であり、表示がＯＦＦされた場合にはデジタルカメラ１００の電力消費を大幅に低
減することができる。また、画像表示部２８は、回転可能なヒンジ部によってデジタルカ
メラ１００本体と結合されており、自由な向き、角度を設定して電子ファインダ機能や再
生表示機能、各種表示機能を使用することが可能である。また、画像表示部２８の表示部
分をデジタルカメラ１００に向けて格納することが可能であり、この場合は画像表示部開
閉検知部１０６により格納状態を検知して、該画像表示部２８の表示動作を停止すること
ができる。
【００２３】
　３０は撮影した静止画像や動画像を格納するためのメモリである。また、メモリ３０は
、システム制御回路５０の作業領域としても使用することが可能である。さらに、メモリ
３０は、記録媒体２００や２１０の書き込みバッファとしても使われる。３２は適応離散
コサイン変換（ＡＤＣＴ）等により画像データを圧縮、伸長する圧縮・伸長回路であり、
メモリ３０に格納された画像を読み込んで圧縮処理或いは伸長処理を行い、処理を終えた
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データをメモリ３０に書き込む。
【００２４】
　４０は絞り機能を備えるシャッタ１２を制御する露光制御部である。４２は撮像レンズ
１０のフォーカシングを制御する測距制御部、４４は撮像レンズ１０のズーミングを制御
するズーム制御部、４６はバリアである保護部材１０２の動作を制御するバリア制御部で
ある。４８はフラッシュであり、ＡＦ補助光の投光機能、フラッシュ調光機能も有する。
【００２５】
　５０はデジタルカメラ１００全体を制御するシステム制御回路であり、不揮発性メモリ
５６に記録されたプログラムを実行することで、後述する処理を実現する。５２はメモリ
であり、システム制御回路５０の動作用の定数、変数、不揮発性メモリ５６から読み出し
たプログラム等を展開するものである。５４は表示部であり、システム制御回路５０での
プログラムの実行に応じて、文字、画像、音声等を用いて動作状態やメッセージ等を表示
する液晶表示装置、スピーカー等から成る。
【００２６】
　上記表示部５４はデジタルカメラ１００の操作部近辺の視認し易い位置に単数或いは複
数個所設置され、例えばＬＣＤやＬＥＤ、発音素子等の組み合わせにより構成されている
。また、表示部５４は、その一部の機能が光学ファインダ１０４内に設置されている。５
６は電気的に消去・記録可能な不揮発性メモリであり、例えばＥＥＰＲＯＭ等が用いられ
る。この不揮発性メモリ５６には、システム制御回路５０の動作用の定数、プログラム等
が記憶される。ここでいう、プログラムとは、後述の実施例における各種フローチャート
を実行するためのプログラムのことである。５８は、記録媒体２００や２１０のデータ記
録速度や、取得するデータのデータレートを測定するために使われるタイマである。
【００２７】
　モードダイヤル６０、スイッチ（ＳＷ１）６２、スイッチ（ＳＷ）６４及び操作部７０
は、システム制御回路５０の各種の動作指示を入力するための操作部である。操作部７０
は、スイッチやダイアル、タッチパネル、視線検知によるポインティング、音声認識装置
等の単数或いは複数の組み合わせで構成される。尚、その一部は図１に示している。この
操作部７０が例えばボタン操作の場合、ボタンを押すことでメニュー画面に遷移し、十字
キーを用いてカーソルを移動し、合焦領域拡大表示モード選択画面に遷移し、ボタンを押
すことで決定して合焦領域拡大表示モードに入ることができる。
【００２８】
　８０は電源制御部、８２はコネクタ、８４はコネクタ、８６は種々の一次電池や二次電
池、ＡＣアダプター等からなる電源である。
【００２９】
　９０及び９４はメモリカードやハードディスク等の記録媒体とのインターフェースであ
る。９２及び９６はコネクタである。９８はコネクタ９２及び或いはコネクタ９６に記録
媒体２００或いは２１０が装着されているか否かを検知する記録媒体着脱検知部である。
【００３０】
　１０２は、デジタルカメラ１００の撮像レンズ１０を含む撮像部を覆う事により、撮像
部の汚れや破損を防止するバリアである保護部材である。１０４は光学ファインダであり
、画像表示部２８による電子ビューファインダ機能を使用すること無しに、光学ファイン
ダ１０４のみを用いて撮影を行うことが可能である。
【００３１】
　１０６は画像表示部開閉検知部であり、画像表示部２８が、画像表示部２８の表示部分
をデジタルカメラ１００に向けて格納された格納状態にあるかどうかを検知するものであ
る。
【００３２】
　１０８は外部出力接続検知部であり、外部出力コネクタ２７に外部モニターが接続され
ているかどうかを検知するものである。ここで、接続状態にあると検知されたならば、画
像表示部２８の代わりに外部モニターを表示装置として用いることが可能である。１１０
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は通信部であり、ＲＳ２３２ＣやＵＳＢ、ＩＥＥＥ１３９４、Ｐ１２８４、ＳＣＳＩ、モ
デム、ＬＡＮ、無線通信、等の各種通信機能を有する。１１２は通信部１１０によりデジ
タルカメラ１００を他の機器と接続するコネクタ（或いは無線通信の場合はアンテナ）で
ある。
【００３３】
　１１４は顔検出部であり、画像処理回路２０で処理された画像データや画像表示メモリ
２４に保存されている画像データの解析を行い、画像データ内の顔と思われる領域を検出
する。そして、顔と思われる領域を検出した際に、人間の顔と思われる確からしさ、入力
画像データ中の位置、サイズなどを出力する。また、検出した顔の各々の特徴点の特徴量
を出力することもできる。
【００３４】
　１１６は画像比較部であり、画像表示メモリ２４やメモリ３０に記憶された２つの画像
に対して色情報を基に画像のパターンマッチングを行い、画像間の差異を検出する。１１
８は音声データ再生部であるところのスピーカーである。１２０はシステム制御回路５０
から出力されるデジタル音声データをスピーカー１１８で再生するためにＤ／Ａ変換する
Ｄ／Ａ変換器である。
【００３５】
　ここで、主被写体の追尾は、顔検出部１１４と画像比較部１１６で行う。顔検出部１１
４で検出された顔の画像における座標と面積を画像比較部１１６へ入力し、所定時間経過
後に画像表示メモリ２４に保存される画像データ内に、入力された顔情報を使って探索を
行う。そして、顔の移動量を求め、追尾を行う。
【００３６】
　２００，２１０はメモリカードやハードディスク等の記録媒体である。この記録媒体２
００，２１０は、半導体メモリや磁気ディスク等から構成される記録部２０２，２１２、
デジタルカメラ１００とのインターフェース２０４，２１４、デジタルカメラ１００と接
続を行うコネクタ２０６，２１６を備えている。
【００３７】
　ここで、上記操作部７０を操作することにより合焦領域（ピント領域）拡大表示モード
に入り、設定にしたがって後述の図４の合焦領域の拡大表示を行うモードに入る。合焦領
域拡大表示モードとは、スイッチＳＷ１がＯＮしている間に、ＡＦを行い、画像表示部２
８に合焦している（ピントが正しくあっている）領域を拡大して表示するモードをいう。
【００３８】
　次に、図３のフローチャートを用いて、本発明の実施例１に係る主要部分の動作につい
て説明する。ここで、主要部分の動作とは、顔を主被写体としたときに、主被写体の大き
さ、主被写体やカメラが動いているか否か、主被写体が合焦しているか否かを判定する。
そして、その判定結果によって画像表示部２８での主被写体の合焦領域の拡大表示の切り
換えを自動的に変更する処理である。この主被写体の合焦領域の拡大表示における各処理
は、システム制御回路５０が不揮発性メモリ５６等に格納されたプログラムをメモリ５２
に展開して実行することにより実現される。なお、主被写体やカメラが動いている場合は
、合焦領域の拡大表示はしない。また、合焦領域の拡大表示の切り換えとは、合焦領域を
拡大表示する場合と、拡大表示せず合焦枠を表示する場合と、合焦していないので被写体
枠を表示する場合とを切り換えることである。
【００３９】
　図３において、システム制御回路５０は、先ずステップＳ１０１にて、顔検出部１１４
を用いて顔検出を行い、撮影画面内で主被写体となる顔を決定する。主被写体となる顔は
顔の大きさや確からしさより決定するか、ユーザーが操作部７０を用いて任意に決定して
もよい。次のステップＳ１０２では、スイッチＳＷ１がＯＮされるのを待機し、ＯＮされ
ると、主被写体の合焦領域の拡大表示処理を開始するためにステップＳ１０３へ進む。
【００４０】
　次のステップＳ１０３では、システム制御回路５０は、上記ステップＳ１０１で検出さ
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れた主となる撮影画面内の顔の位置、大きさなどの画像情報を記憶する。そして、次のス
テップＳ１０４にて、前述のステップＳ１０１と同様の顔検出動作を行う。続くステップ
Ｓ１０５では、上記ステップＳ１０３で記憶された主となる顔情報と上記ステップＳ１０
４で検出された顔情報との画像の比較を画像比較部１１６で行う。そして、次のステップ
Ｓ１０６にて、２つの顔が同一の顔かどうか（記憶した顔が存在するかどうか）を判定し
、同一の顔であると判定した場合はステップＳ１０７へ進み、同一の顔でない、もしくは
顔がないと判定した場合はステップＳ１１５へ進む。
【００４１】
　上記ステップＳ１０３で記憶された主となる顔情報と上記ステップＳ１０４で検出され
た顔情報との画像の比較の結果、同一の顔であるとしてステップＳ１０７へ進むと、シス
テム制御回路５０は、上記ステップＳ１０４で検出された顔に対し、ＡＦを行う。そして
、次のステップＳ１０８にて、上記ステップＳ１０７で行ったＡＦにより主被写体に対し
合焦出来ているか否かの判定を行う。合焦出来ていると判定した場合はステップＳ１０９
へ進み、合焦出来ていないと判定した場合はステップＳ１１８へ進む。
【００４２】
　合焦出来ているとしてステップＳ１０９へ進むと、システム制御回路５０は、上記ステ
ップＳ１０７でＡＦを行ったときの合焦状態の主被写体領域である合焦領域の面積が拡大
表示をするか否かのしきい値である所定の面積値より小さいか否かを判定する。合焦領域
の面積の方が小さければステップＳ１１０へ進み、合焦領域の面積の方が大きければステ
ップＳ１１７へ進む。
【００４３】
　合焦領域の面積の方が小さいとしてステップＳ１１０へ進むと、システム制御回路５０
は、上記ステップＳ１０３で記憶された主被写体である顔が動いているか否かを判定する
。顔の動きは上記ステップＳ１０３で記憶された撮影画面内の顔の位置と、上記ステップ
Ｓ１０４で出力された顔の位置とを比較することにより検出する。顔が動いていないと判
定すればステップＳ１１１へ進み、顔が動いていると判定すればステップＳ１１７へ進む
。
【００４４】
　顔とカメラが共に動いていないとしてステップＳ１１１へ進むと、システム制御回路５
０は、上記ステップＳ１０７での合焦領域を、図４（ａ）のように枠表示と共に拡大して
表示する。このとき、拡大表示された合焦領域の中心は、拡大前の合焦領域の中心と同じ
撮影画面上の座標となるように表示を行う。
【００４５】
　次のステップＳ１１２では、システム制御回路５０は、上記ステップＳ１０２でＯＮと
なっていたスイッチＳＷ１が未だＯＮのままであるか否かを判定し、ＯＮのままである場
合はステップＳ１１３へ進む。また、ＯＦＦされていればステップＳ１０４へ戻り、スイ
ッチＳＷ１はＯＮのままであるのでステップＳ１０３で記憶された顔情報を用いて以下同
様の処理を行う。ステップＳ１１３へ進むと、スイッチＳＷ２がＯＮされるのを待機し、
ＯＮされるとステップＳ１１４へ進み、撮影処理を行う。
【００４６】
　上記ステップＳ１０３で記憶された主となる顔情報と上記ステップＳ１０４で検出され
た顔情報との画像の比較の結果、同一の顔でないとしてステップＳ１１５へ進むと、シス
テム制御回路５０は、撮影画面中央一点でＡＦを行う。そして、次のステップＳ１１６に
て、上記ステップＳ１１５で行ったＡＦにより被写体に対し合焦出来ているか否かの判定
を行う。合焦出来ていると判定した場合はステップＳ１１７へ進み、合焦領域に対し図４
（ｂ）のように枠（合焦枠）を付けて表示する。上記ステップＳ１０９にて合焦領域の面
積の方が所定の面積値よりも大きいと判定した場合や、上記ステップＳ１１０にて顔また
はカメラのどちらかが動いていると判定した場合も、合焦領域に対し、図４（ｂ）のよう
に合焦枠を付けて表示する。
【００４７】
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　一方、上記ステップＳ１０８やステップＳ１１６にて合焦出来ていないと判定した場合
はステップＳ１１８へ進み、主被写体に対し、図４（ｃ）のように枠（被写体枠）を付け
て表示する。このステップＳ１１８で表示する枠は、上記ステップＳ１１７で表示する枠
とは異なる表示形態とする。
【００４８】
　本実施例１によれば、主被写体およびカメラが静止していて、かつ、主被写体が合焦し
ている場合（Ｓ１１０のＹｅｓ、Ｓ１０８のＹｅｓ）に、主被写体にピントが合っている
合焦領域を、図４（ａ）に示すように拡大表示する（Ｓ１１１）ようにしている。よって
、ユーザーにあらかじめピント位置を設定させることなく、容易にピントが合っているか
否かを確認させることが可能となる。
【００４９】
　一方、主被写体もしくはカメラが動いている場合（Ｓ１１０のＮｏ）や主被写体が合焦
していない場合（Ｓ１０８のＮｏ）は、拡大表示せず、図４（ｂ）に示すように合焦枠を
表示したり（Ｓ１１７）、図４（ｃ）のように被写体枠を表示したりする（Ｓ１１７）。
よって、被写体振れや手振れ、もしくはピントが合わないことによる撮影の失敗を未然に
防ぐことが可能となる。
【実施例２】
【００５０】
　次に、本発明の実施例２に係る主要部分の動作について、図５のフローチャートを用い
て説明する。なお、カメラの構成は図１及び図２と同様であるものとする。
【００５１】
　本実施例２では、顔を主被写体としたときに、主被写体の合焦領域の場所、大きさ、複
数の被写体の合焦領域が重なっているか否かを判定する。そして、その判定結果によって
画像表示部２８での主被写体の合焦領域の拡大表示位置を自動的に変更する処理を行うよ
うにしている。この主被写体の合焦領域の拡大表示における各処理は、システム制御回路
５０が不揮発性メモリ５６等に格納されたプログラムをメモリ５２に展開して実行するこ
とにより実現される。
【００５２】
　図５において、ステップＳ２０１からステップＳ２０８までの動作は、図３のステップ
Ｓ１０１からステップＳ１０８までの動作と同様であるので、その説明は省略する。
【００５３】
　ステップＳ２０９では、システム制御回路５０は、上記ステップＳ２０７でＡＦした合
焦領域が撮影画面内の端にあるか否かの判定を行う。前述の図３のステップＳ１１１のよ
うに、合焦領域を拡大表示するときの表示領域が撮影画面枠をはみ出さない場合に、合焦
領域が撮影画面内の端にないと判定する。合焦領域が画面端にないと判定した場合はステ
ップＳ２１０へ進み、合焦領域が端にあると判定した場合はステップＳ２１９へ進む。
【００５４】
　合焦領域が画面端にないとしてステップＳ２１０へ進むと、システム制御回路５０は、
上記ステップＳ２０７でＡＦした合焦領域が他の合焦領域と重なっているか否かの判定を
行う。他の合焦領域とは、上記ステップＳ２０４で検出された顔のうち、主被写体となる
顔以外の顔で、かつ、主被写体となる顔と同一の被写体深度内にあるものの合焦領域のこ
とである。他の合焦領域と重なってないと判定した場合はステップＳ２１１へ進み、他の
合焦領域と重なっていると判定した場合はステップＳ２１９へ進む。
【００５５】
　ステップＳ２１１からステップＳ２１８までの動作は、前述の図３のステップＳ１１１
からステップＳ１１８までの動作と同様であるので、その説明は省略する。また、ステッ
プＳ２１９での動作は、前述の図３のステップＳ１１７での動作と同様であるので、その
説明は省略する。
【００５６】
　ステップＳ２２０では、上記ステップＳ２０７でＡＦした主被写体である顔が含まれる
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合焦領域のみを、図６（ａ）のように撮影画面内の隅にて拡大して表示する。
【００５７】
　本実施例２によれば、撮影直前の構図と、ピントが合っているかどうかの確認を同時に
行うことが可能となる。
【００５８】
　なお、上記実施例１では、図３のステップＳ１１０において、上記ステップＳ１０３で
記憶された顔、およびカメラ自身が動いているか否かを判定するようにした。しかし、こ
のような判定をすると、顔もしくはカメラが少しでも動いた場合にも合焦領域の表示形式
が変化し、却って見づらいユーザーインターフェースになってしまう恐れがある。
【００５９】
　これを防ぐために、上記ステップＳ１１０における判定を、上記ステップＳ１０３で記
憶された顔、およびカメラ自身が所定の移動量以上の移動をしなかったことを条件とする
静止判定としてもよい。この場合、顔およびカメラが所定の移動量以上移動しなかった場
合はステップＳ１１１へ進み、所定の移動量以上移動した場合はステップＳ１１７へと進
むようにする。
【００６０】
　また、上記実施例２では、図５のステップＳ２１０で主被写体である顔の合焦領域が他
の合焦領域と重なっている場合、ステップＳ２１９にて合焦枠を表示し、次のステップＳ
２２０にて合焦領域を画面隅にて拡大して表示（図６（ａ）参照）するとした。しかし、
上記ステップ２１９およびステップＳ２２０の処理を他の合焦領域にも適用し、図６（ｂ
）のように表示してよい。これにより、複数の合焦領域を同時に確認することが可能とな
る。
【００６１】
　以上説明したように、本実施例１及び２によれば、主被写体の合焦領域を拡大して表示
することにより、主被写体にピントが合っているかを容易に確認させることができる。ま
た、主被写体の動き、撮影画面内の大きさや位置によって表示形態を変更することにより
、被写体の状況を容易に確認させることが可能となる。
【００６２】
　（本発明と実施例の対応）
　画像表示部２８が、本発明の、撮影画像を表示する表示手段に、顔検出部１１４が、本
発明の、撮影画面内における主被写体領域を検出する主被写体領域検出手段に、それぞれ
相当する。また、システム制御回路５０の図３のステップＳ１０８、図５のステップ２０
８の動作を行う部分が、本発明の、主被写体領域が合焦状態であるか否かを判定する合焦
判定手段に相当する。また、システム制御回路５０の図３のステップＳ１１１、図５のス
テップ２１１の動作を行う部分が、本発明の、表示手段に合焦状態の主被写体領域を拡大
表示させる拡大表示手段に相当する。また、システム制御回路５０が、本発明の、拡大表
示手段を制御する拡大表示制御手段に相当する。なお、拡大表示手段による拡大表示は、
主被写体領域の位置に重複される。
【００６３】
　また、顔検出部１１４、画像比較部１１６やシステム制御回路５０の図３のステップＳ
１１０の動作を行う部分が、本発明の、主被写体領域の主被写体が撮影画面内を動いてい
るか否かを検出する主被写体動き検出手段に相当する。拡大表示制御手段は、主被写体が
動いていることを主被写体動き検出手段が検出したときに、拡大表示手段による拡大表示
を禁止する。あるいは、拡大表示制御手段は、主被写体領域が非合焦状態であることを合
焦判定手段が判定したときに、拡大表示手段による拡大表示を禁止する。
【００６４】
　また、システム制御回路５０の図３のステップＳ１０９の動作を行う部分が、本発明の
、撮影画面内における主被写体領域の大きさを判定する主被写体領域大きさ判定手段に相
当する。拡大表示制御手段は、主被写体領域の大きさが所定の大きさよりも大きいことを
主被写体領域大きさ判定手段が判定したときに、拡大表示手段による拡大表示を禁止する
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【００６５】
　また、システム制御回路５０の図５のステップＳ２０９，Ｓ２１０の動作を行う部分が
、本発明の、撮影画面内における主被写体領域の位置を判定する主被写体領域位置判定手
段に相当する。拡大表示制御手段は、主被写体領域の位置が撮影画面の端にあることを主
被写体領域位置判定手段が判定したときに、拡大表示手段による拡大表示を主被写体領域
とは異なる位置で行わせる。あるいは、主被写体領域の位置が他の主被写体領域の位置と
重なることを主被写体領域位置判定手段が判定したとする。このときに、拡大表示制御手
段は、主被写体領域の拡大表示と他の主被写体領域の拡大表示を主被写体領域および他の
主被写体領域以外の別々の位置で行わせる。
【００６６】
　（変形例）
　合焦領域の拡大表示の表示形態の変更例として、合焦枠の表示と撮影画面内隅に拡大表
示を行う例を述べた。その他の表示形態の変更例として、表示枠の形、色、太さ、線を変
更する、表示枠を点滅させるとしてもよい。ただし、これらの表示変更例は、被写体の色
や形によって判断しやすい場合と判断しにくい場合がある。
【００６７】
　また、主被写体を顔検出により行う例で述べたが、特定の色や物を検出できれば、顔以
外の動物、植物、乗り物などの主被写体に対しても本発明を適用可能なのは言うまでもな
い。また、合焦領域拡大表示の対象は、上記実施例１及び２のように一つの主被写体だけ
でなく、複数の主被写体に対しても本発明を適用可能なのは言うまでもない。
【００６８】
  なお、本発明の機能を撮像装置において実行させるために、該撮像装置のシステム制御
回路（コンピュータ）に外部から撮像装置の制御方法として供給されるソフトウエアのプ
ログラムを、本発明は含むものである。
【符号の説明】
【００６９】
　２４　　画像表示メモリ
　２８　　画像表示部
　３０　　メモリ
　５０　　システム制御回路
　６０　　モードダイヤル
　７０　　操作部
　１１４　顔検出部
　１１６　画像比較部
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